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関⻄⼤学 国際部 

交換派遣留学 募集要項
2023 年 3 ⽉募集 
対象︓ 2023年度秋学期/2024年度春学期*出発希望者 
＊2024年度春学期出発については、1年前募集の協定校のみ2023年3月募集の対象です。 

 

※2023年度秋学期・2024年度春学期交換派遣留学における留意事項 
・世界情勢の影響により、学内選考後であっても派遣不可となる可能性がある。 
・本募集要項は、今後の情勢の変化により、変更する場合がある。 
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1. 交換派遣留学とは 
本学を代表して推薦された学⽣が、協定⼤学に 1 学期または 2 学期間留学する制度である。留学の⽬的によ
り、「⼀般枠」 「協定校特別チャレンジ枠」(以下「チャレンジ枠」)に分類する。 

⼀ 般 枠 所属学部・研究科に関する専⾨科⽬を履修することにより、⾼度な外国語運 
⽤能⼒と専⾨知識の習得を⽬的とする。 

協定校特別チャレンジ枠 
(チャレンジ枠) 

⼀般枠の出願要件とは異なる基準により、協定⼤学での学習の機会を得る 
ことを⽬的とする。 

 

2. 出願要件・資格 次のすべての条件を満たしていること。 
1. 留学する時点で本学に１学期以上在学していること（⼤学院で留学する場合は、⼤学院進学後に出願す

ること）。 
2. 留学期間中に在学していること（留学期間中、休学はできない）。 
3. 「⼀般枠」に出願する場合、英語で教育を受ける⼤学に留学する場合は、IELTS5.5、TOEFL iBT 72 以上

を有すること(TOEFL iBT® Home Editionのスコアは出願資格として認めない)。 
4. 「⼀般枠」に出願する場合、原則出願時直近で通算 GPA「2.0」を保持していること（2020 年度以降⼊学

学部⽣に適⽤）。 
※ただし、協定⼤学が定める出願要件も満たす必要があるため、「協定⼤学が定める出願要件」（p.5-11）
を確認すること。 

5. 各キャンパスで 4 月に実施する健康診断を受診していること(未受診の場合は大学指定医療機関（有料）で受
診していること)。 

6. 原則として、出発前までに新型コロナウイルスのワクチン接種を完了し、必要に応じ接種証明書が提出できること(3
回の接種を強く推奨)。また、受入先(国・地域・大学)で定められている回数のワクチン接種を完了していること(最
新の受入先の状況に応じて、求められるワクチン接種回数を出発前に完了していること)。 

7. 所定の単位を取得していること。 
【学部⽣の場合】 
・1 年次⽣および今年度編転⼊学した学⽣は、今年度 30 単位以上を修得する⾒込み（履修登録してい

る）であること。※学内選考に合格した場合も、1 年次終了時に 30 単位を満たさなければ、協定⼤学へ
の推薦を取り消し、派遣しない。 

・2 年次⽣は、1 年次終了時に 30 単位を修得していること。 
・3 年次⽣は、2 年次終了時に 60 単位を修得していること。 
・4 年次⽣は、3 年次終了時に 90 単位を修得していること。 
※ただし、カリキュラムの都合等本⼈の責によらない特別な事情がある場合はこの限りではない。 

【⼤学院⽣の場合】 
・博⼠課程前期課程の場合、総合情報学研究科及び理⼯学研究科の⼤学院⽣は10単位以上、それ以 

外の研究科の⼤学院⽣は8単位以上修得していること。ただし、博⼠課程後期課程及び専⾨職学位課
程の場合はこの限りでない。 

・1 年次⽣については、今年度上記の通り単位を修得する⾒込み（履修登録済）のこと。  
8. 誓約書記載事項を遵守できること。 

9. 出願までに、卒業または修了までの単位修得計画等について、所属学部・研究科の教務事務担当者に事前に
相談していること。 

10. ⼤学院⽣の場合、指導教員からの留学許可を得ていること。 
11. 指定した⽇時に⾯接を受けられること。 
12. 留学開始前の前学期に、原則として留学準備（p.17-18）で⽰すものに参加の上、課題等に取り組むこと。 
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3. 出願準備 
【学部⽣・⼤学院⽣共通】 

●教務事務担当者への相談 
留学中の単位認定および卒業または修了までの単位修得計画等について、教務事務担当者に必ず事前に
相談し、出願時に申請アンケートでその旨を申告すること（特に学部 3、4 年次に留学する場合、留学期間と
専⾨演習の申請⼿続および履修期間に留意する必要がある）。 

 

【学部⽣】 
●国際部への事前留学相談 

留学を希望する⼤学への出願条件について、国際部交換派遣留学担当者に事前に相談すること。 
 

国際部での留学相談予約 
https://calendly.com/ku-studyabroad 

 

●ライティングラボでの⽂章作成相談 
出願に必要な「志望動機書」作成にあたり、適宜ライティングラボで個別相談を受けることを強く推奨する。ライ
ティングチューターからアドバイスを受け（1 回 40 分）、留学への思い・計画を読み⼿にとってわかりやすく説得 
⼒のある⽂章を作成すること。「志望動機書」のドラフトを作成した上で、相談に⾏くことが望ましい。 
※ライティングラボは⽂字添削ではなく、⽂書の構成のアドバイスを⾏うラボ。 

 

ライティングラボ開室⽇・時間 
開室期間：~1/27(金)、2月の開室については、ライティングラボホームページにて最新の情報を確認してください。 
授業期間中の⽉曜⽇〜⾦曜⽇11:30〜17:00 

 
ライティングラボでの⽂章作成相談予約 
https://tecfolio.kansai-u.ac.jp/kwl/ 

 
【⼤学院⽣】 
●国際部への事前留学相談 

出願する⼤学での研究分野の適応性を確認し、研究計画書を作成の上、国際部に事前に相談すること。 
 

国際部での留学相談予約 
https://calendly.com/ku-studyabroad 

 

● 指導教員による留学許可 
本学での指導教員による留学許可を得て、「研究計画書」に確認印を得ること。 
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4. 出願⼿順 
下記の出願期間内に(1)〜(3)の申請を完了させること（⼀般枠・チャレンジ枠の併願出願は不可）。 
(TOEFL iBT®、IELTS™受験料補助申請をする者は、p.17 記載の説明を読んだ上で 3 ⽉15日迄に必要
書類を提出すること。) 

 

出願期間 
2023 年 2 ⽉ 27 ⽇ (⽉) 0:00 〜 3 ⽉ 2 ⽇（⽊) 23:59 

 
申請（１） 

申請アンケート（インフォメーションシステム）  オンラインでの基本情報申請 
・連絡先メールアドレス、携帯番号 
・履修、ゼミ、単位等について相談した教務事務担当者⽒名（空欄の場合は出願受付不可） 
・留学先で配慮が必要な既往症・障がいの有無 
・語学スコア（TOEFL®、IELTS™、その他語学資格試験等）、取得⽇ 
・卒業・修了までの在籍予定年数  等 

 

申請（2） 
関⼤ LMS での書類アップロード 
出願期間前までに LMS コースにアクセスし、提出必要書類を確認・ダウンロード・記⼊して提出準備を進めておく
こと。 
コース名︓交換派遣留学(2023年3月募集） 
https://kulms.tl.kansai-
u.ac.jp/webclass/login.php?group_id=24e65a95aca44f5aead319aa95bf14c1 

 

【⼀般枠(学部⽣)】 
● 志望動機書(様式あり) 
（⼀般枠） 

海外⼤学で専⾨分野を学ぶという交換派遣留学の趣旨を理解した上、単なる語学習得・国際交
流・海外⽣活体験にとどまらない動機・⽬標を記述すること。 

 

● 志望校シート(様式あり) 
第⼀〜第五希望の⼤学名及び、その⼤学を志望する理由を記述すること。 

 
● 語学レベルを証明するスコアレポート（TOEFL®、IELTS™、その他語学資格試験等） 

 
【チャレンジ枠(学部⽣)】 
● 志望動機書（様式あり） 
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【⼀般枠(⼤学院⽣)】 
 研究計画書（様式あり）指導教員の確認印が必要。 

 

 志望校シート(様式あり) 
第⼀〜第五希望の⼤学名及び、その⼤学を志望する理由を記述すること。 

 
 語学レベルを証明するスコアレポート（TOEFL®、IELTS™、その他語学資格試験等） 

【チャレンジ枠(⼤学院⽣)】 
 研究計画書（様式あり）指導教員の確認印が必要。 

 

申請（3） 
誓約書(原本)の提出 
LMS よりダウンロードし、国際部窓⼝に原本を提出すること。(開室時間 9:00-17:00)
誓約書サンプルは p.19~p.22 を参照。 
※⾼槻キャンパス、⾼槻ミューズキャンパス、堺キャンパスの⽅は、各キャンパスのオフィスへの提出も可能です。提出の際
は「これを国際部の交換派遣留学担当者に転送してください」と申し出てください。 
※事情により、出願期間中に国際部や各キャンパスオフィスに来室できない場合には、出願期間前までに国際部(ku- 
studyabroad@ml.kandai.jp)へ問い合わせください。 

 

（⼀般枠で出願する場合の語学スコアレポートについて）原則、すべての⼤学・⾔語で提出必須。 
必要スコアについては、「協定⼤学が定める出願要件」A.⼀般枠（p.5-11）を確認すること。 
（注意点） 

・TOEFL®、IELTS™など有効期限のある語学試験に関しては、受験⽇を確認すること 
2023 年秋出発希望者︓2023 年 8 ⽉１⽇から起算し２年以内に受験のもの 
2024 年春出発希望者︓2024 年 2 ⽉ 1 ⽇から起算し２年以内に受験のもの 

・英語以外の⾔語を希望する場合で、スコアを取得していない場合は国際部へ問い合わせること。 
・オフィシャルスコアレポートの取得が出願期間中に間に合わない場合は、オンラインで確認できるスコア
画⾯（スクリーンショット画像）のアップロードも可。ただし⾯接までの間に別途オフィシャルスコアレポート
のコピーを国際部に提出すること。 
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5. 協定⼤学が定める出願要件 
協定⼤学による募集要件（語学スコア・GPA等）は、予告なく変更される場合がある。また、協定⼤学の留学⽣受⼊体制等
の事情により募集が停⽌される場合がある。 

 
（出願できる協定⼤学） 
次⾴リストの募集可否で「〇」がついている⼤学への出願を募集します。（※） 

※次項リストは、2022 年 9 ⽉現在のものであり、新型コロナウイルスの影響により募集可否が変更されることがあ
る。 
募集可否※の大学は2023年1月頃発行の募集要項第2版にて募集可否を確認すること。 

 
（語学要件に関する留意事項） 
●英語で学べる⼤学を希望する場合 
次⾴リストに記載されている英語スコア(TOEFL®、IELTS™、等)のうち、どれか⼀つを学内出願までに取得するこ
と(TOEFL iBT® Home Editionのスコアは出願資格として認めない)。 教育⾔語が複数ある場合、コースによっ
て⾔語が限られる場合がある。⾃⾝の学びたい分野が希望の⾔語で開講されているかを、予めウェブサイト等で確認
すること。 

● ドイツ語・フランス語・ロシア語・スペイン語・中国語・朝鮮語で学べる⼤学を希望する場合 

次⾴リストに記載されているスコアもしくは指定される CEFR レベルに該当する検定試験のスコアを学内出願までに
取得すること。スコアを取得していない場合は1月末までに国際部へ問い合わせること。 

 イギリス留学を希望する場合 
イギリスへの２学期間の交換派遣留学を希望する場合は、学内出願の時点で、IELTS for UKVI(Academic)
のスコアの提出が必要な派遣先があるため、最新情報を確認すること。IELTS for UKVI は通常の IELTS と 
は別⽇程で実施されるため、受験⽇程は余裕をもって計画すること。 

 
(2学期間留学をする場合の留学開始時期に関する留意事項) 

2学期間留学を希望する学⽣は、可能な限り、留学開始時期を派遣先国の学年暦スタート時期に合わせることを
推奨します。各国の学年暦については、以下URL から、留学希望国の「学校体系」（学年暦）を参照してくださ
い。 
世界の学校体系(ウェブサイト版)︓⽂部科学省 
https://www.mext.go.jp/b_menu/shuppan/sonota/detail/1396836.htm 
(派遣先⼤学ごとに学期の⻑さ、スタート⽇時は異なりますので、希望派遣先⼤学のHP も必ず確認してください。
タイ及びインドについては、⼤学ごとに採⽤している学年暦が異なります。出願希望の学⽣は事前にお問合せくださ
い。) e.g. ベルギーへ 2 学期間留学する場合→ベルギーの学年暦は 9 ⽉始まりのため秋学期出発を推奨 
派遣先国にて後期(2学期⽬)に当たる学期からの2学期間留学を希望する場合、派遣先⼤学によっては受け 
⼊れが不可の場合もありますので、出願前に国際部にお問い合わせください。また、出発時期欄に※がついている
派遣先⼤学については、派遣時期により、関⻄⼤学の学年暦と合わない可能性がありますので、希望する学⽣は
出願前に国際部にお問い合わせください。 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shuppan/sonota/detail/1396836.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shuppan/sonota/detail/1396836.htm
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Ａ.⼀般枠 

（所属学部・研究科に関する専⾨科⽬を履修することにより、⾼度な外国語運⽤能⼒と専⾨知識の習得を⽬
的とする） 
⼀般枠で出願できる⼤学は下記の通りである。 

 

英語で学べる⼤学 

 
募集可否※の協定校の3月募集有無については、2023年1月頃発行予定の募集要項【第2版】にてご確認くだ
さい 

アルゴマ大学 英語 1・2 2023年3月 × 〇
□学部生のみ
□IELTS：全セクション6.0以上
※2023年秋学期出発分は募集なし。

セネカ・カレッジ 英語 1・2 2023年3月 〇 〇 □IELTS：各セクション5.0以上

メディシンハット・カレッジ 英語 1・2 2023年3月 ※ 〇

※TOEIC　900以上保持者で出願希望の学
生は、事前に国際部に相談のこと。
※募集可否については、2023年１月頃発行
の募集要項第2版にてご確認ください。

ウェブスター大学 英語 1・2 2.5 2023年3月 〇 〇

ブリッジウォーター
州立大学

英語 1・2 2.5
(3.2以上推奨) 2023年3月 〇 〇 □学部生のみ

サウスカロライナ
大学

英語 1・2 2023年3月 〇 〇 □学部生のみ

北アリゾナ大学 英語 1・2 2.5 2023年3月 〇 〇

理系学生については、研究室へ所属することも
可能。出願時期が通常の交換派遣留学とは異
なるので希望者は1月末までに国際部に問い合
わせてください。
※大学院生は事前に国際部に問い合わせてく
ださい。

ミズーリ大学
セントルイス校

英語 1・2 2.75 2023年3月 〇 〇

ジョージ・
メイソン大学

英語 1・2 学部
2.5 2023年3月 × 〇

□TOEFL iBT:各セクション18以上（学部）
各セクション20以上（院）
□IELTS：各セクション6.0以上
□院生は別成績基準あり。出願前に国際部に
相談のこと。
※2023年秋学期出発分は募集なし。

カリフォルニア州立大学
ベーカーズフィールド校

英語 1 2.4 2023年3月 〇 〇 ※IELTSはall bands5.5もしくはoverall6.0
□1学期間のみ派遣可能。

ニューヨーク州立大学ア
ルバニー校

英語 1・2 2.5 2023年3月 ※ 〇 ※募集可否については、2023年１月頃発行
の募集要項第2版にてご確認ください。

サンパウロ州立
パウリスタ大学

英語 1・2 2023年3月 〇 〇
□９割がポルトガル語開講プログラム
※出願希望の学生は事前に国際部に問い合わ
せてください。

州立カンピーナス
大学

英語 1・2 2023年3月 〇 〇

□英語開講プログラム：Computing
/Mathematics/HumanSciences/Philoso
phy/Engineering
※出願希望の学生は事前に国際部に問い合わ
せてください。

バーミンガム大学 英語 1・2 2.5 2023年3月 〇 〇
□学部生のみ
※履修分野(Group)によって要件が異なる。
IELTS 各セクション5.5以上。

ロンドン大学SOAS 英語 2 3.3
※ 2023年3月 〇 〇

※IELTS：各セクション6.5以上
※TOEFL iBT: 各セクション23以上
※GPA3.0以上で指定のGPAに届かない希望
者は、国際部へ問い合わせてください

ロンドン大学SOAS
(ELASプログラム)

英語 1 2023年3月 〇 〇

※IELTS：各セクション5.5以上
□1学期間のみ派遣可能。
□履修内容：Academic English＋留学生
対象のAcademic subject module( 2科
目)

ラフバラ大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇
□学部生のみ
□IELTS: 各セクション6.0以上
□TOEFL iBT: 各セクション22以上

イーストアングリア
大学

英語 1・2 2.5 2023年3月 〇 〇

□IELTS：6.0 (minimum 5.5 in each
component) for some
schools/modules. 6.5 (minimum 6.0)
for all other schools/modules
□TOEFL iBT:79 (R 20, W19, L19,
S21) for some schools/modules. 88 (R
21, W21, L21, S22) for all other
schools/modules
※Arts and Humanities分野での履修希望
で( 　)内スコアがある場合は、受け入れ先大学
の学部により受け入れ可能な場合があるので国
際部に問合せてください。

アメリカ 学部生　72
院　79

5.5
院6.0

(院生は6.5推奨)

学部　80
院　88

※

6.5
※

学部 72
院 79

学部 6
※

院 7

学部 80 学部 6.0

学部　72 学部　6

77 6.5

72
(院生 80)

6
※

672

72 5.5

72 5.5

87

TOEFL
iBT IELTS

カナダ

6

国
地域 大学 留学言語 GPA

言語要件
出発時期

英語

春 秋
備考

派遣期間

(学期数)
募集可否

79 6
※

80
※

5.5
※

79

募集時期

イギリス

(理系)6.0～
(文系)6.5～※

100
※

6.5
※

92
※

6.5
※

5.5
※

6.5
※(6.0)

79
※

ブラジル
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英語で学べる大学 募集可否※の協定校の3月募集有無については、2023年1月頃発行予定の募集要項【第2版】にてご確認ください 
 

ノーザンブリア大学 英語 1・2 2.75 2023年3月 〇 〇 □IELTS: 各セクション5.5以上
□TOEFL iBT; L17 R18 W17 S20以上

マンチェスター・
メトロポリタン大学

英語 1・2 2023年3月 ※ 〇

※IELTS:
学部　各セクション5.5以上
  院　 各セクション6.0以上
※TOEFL iBT: L17 R18 S20 W17以上
※募集可否については、2023年１月頃発行
の募集要項第2版にてご確認ください。

ノーサンプトン大学 英語 1 2.5 2023年3月 〇 〇

□1学期間のみ派遣可能。
※IELTS5.5/TOEFL iBT72で出願する学生
は事前に国際部にご相談ください
※履修可能科目は現地1年次配当のコースの
み

ロンドン大学バークベック
校

(夜間)
英語 1・2 2023年3月 〇 〇

□IELTS各セクション5.5以上。
上記は2学期間留学のVISA取得のための要件
です。
推奨要件は各セクション6.0以上、Overall6.5
以上です。
"English Literature"を履修希望の場合は
overall7.0以上を推奨。
□TOEFL iBTで出願の場合はoverall 79,
Reading18,Listening 19,Speaking
19,Writing 23以上。
※出願時で2年時以上の学生に限る。

スウェーデン リンネ大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇

ノルウェー 西ノルウェー
応用科学大学

英語 1・2 2023年3月 〇 〇
※希望履修コースにより語学要件が異なるた
め、出願前に問い合わせてください。

ルーヴェン大学 英語 1・2 ※ 2023年3月 〇 〇 〇

※Faculty of Artsでの履修希望で( 　)内スコ
アがある場合は、国際部に問合せてください。
※GPA要件については、学部によって異なるた
め、出願前に国際部に問い合わせてください。

ヘント大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇 〇
□Faculty of Arts and Philosophyのみ派
遣可能
□TOEIC 785でも可

エラスムス
大学カレッジ

英語 1・2 2.8 2023年3月 〇 〇
□学部生のみ
※IELTS：各セクション6.0以上
※TOEFLiBT：各セクション20以上

ハーグ応用科学
大学

英語 1・2 2023年3月 〇 〇

□Faculty of Business and Finance &
Marketing、Faculty of IT＆Design,
Faculty of Management and
Organizationのみ派遣可能

ハンザ応用科学
大学

英語 1・2 2023年3月 〇 〇 □Communication, Media & IT学部のみ
派遣可能

デンマーク ロスキレ大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇

ポーランド ヤギェウォ大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇 〇

エストニア エストニアビジネススクー
ル

英語 1・2 2023年3月 〇 〇 ※IELTS：各セクション5.5以上

クロアチア ザダール大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇 〇
□英語開講科目はDepertment of English
Studiesのみ
※春学期からの2学期間留学不可

イタリア フィレンツェ大学 英語 1・2 2023年3月
〇

(大学院生の
み)

〇 〇

□交換留学生は単科コースに所属
□Department of Education,
Languages, Intercultures, Literatures
and Psychologyに所属。
※大学院生のみ出願可。

イスタンブール・アイドゥン
大学

英語 1・2 2.5 2023年3月 〇 〇 〇

マルマラ大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇 〇

チャナッカレ・オンセキズ・
マルト大学

英語 1・2 2023年3月 〇 〇 〇

オーストラリア国立
大学

英語 1・2 2.3 2023年9月 × 〇

□学部生のみ
□TOEFL　iBT:A score of 80 minimum
Writing and Reading: 20,
Speaking and Listening: 18
□IELTS:An overall score of 6.5 with
at least 6 in each component of the
test
□語学要件詳細については以下URLを参照の
こと
https://policies.anu.edu.au/ppl/docum
ent/ANUP_000408

ヴィクトリア大学
ウェリントン校

英語 1・2 2.7 2023年9月 × 〇

□学部生　IELTS 6.0 with no sub score
blow 5.5
* If you’re planning to study teaching,
you may need to have a minimum
IELTS overall band of 7.0 with no sub-
score below 7.0.
□院生　　 IELTS 6.5 with no sub score
blow 6.0
* Some postgraduate courses may
require higher English language
requirements.
※受入学生がいる場合のみ派遣可能。

オタゴポリテクニック 英語 1 2.3 2023年9月 × 〇

※要求される語学レベルは希望するプログラムに
よって異なります。
※語学レベルにより、別途有償の英語コースを
受講する必要があるため、国際部に問合せてくだ
さい。
※受入学生がいる場合のみ派遣可能。

ネルソン・
マルボロ工科大学

英語 1 2023年9月 × 〇
※IELTS 各セクション5.5以上。
※TOEFL iBT　Writing 18以上。
※受入学生がいる場合のみ派遣可能。

87 5.5
※

トルコ 72 5.5

72 5.5

備考
英語

TOEFL
iBT IELTS 春 秋

募集時期
出発時期

募集可否

イギリス

国
地域 大学 留学言語 GPA

言語要件
派遣期間

(学期数)

72 5.5

79
※

5.5
※

79
※

6
※

学部　79
院　89

※

学部 6.0　院 6.5
※

72
※

5.5
※

ベルギー

79
※(72)

6.5
※(6.0)

87 6

オランダ

100
※

7
※

80 6

72 5.5

72 5.5

80 6.5

72 5.5

×

72 5.5

72 5.5

72
※

6
※

80
※

6.5
※

72～※ 5.5～※

学部80
院90

学部6.0
院6.5

※

5.572

6.5~
※2.51・2 2023年9月

ニュージー
ランド

英語アデレード大学

オースト
ラリア □IELTS 6.5

Overall Band Score of at least 6.5
Writing, Speaking, Reading and
Listening 6.0
□TOEFL iBT 79
Total score of 79
Writing 21 / Speaking 18 / Reading
and Listening 13
※学部によって細かく要件が異なるため、出願希
望者は要相談。

〇79
※
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英語で学べる⼤学

 
ドイツ語または英語で学べる⼤学 

マレーシア科学大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇 〇 □TOEIC 605でも可。

ケバングサン
(マレーシア
国民大学)

英語 1・2 3 2023年3月 〇 〇 〇

マレーシア・
パハン大学

英語 1・2 2023年3月 〇 〇 〇

マレーシア工科大学 英語 1・2 3 2023年3月 〇 〇 〇 ※ドレスコードがあります。大学のHPを参照してく
ださい。

マレーシア国際
イスラム大学

英語 1・2 3.0以上推奨 2023年3月 〇 〇

□学部生のみ
□英語開講プログラム ：Art & Science
Programmes
※ドレスコードがあります。大学のHPを参照してく
ださい。

テイラー大学 英語 1・2 2.5 2023年3月 〇 〇 〇

□観光・ホスピタリティプログラムは１学期間派
遣のみ
※出願希望者は1月末までに国際部に問い合
わせてください。

マラヤ大学 英語 1・2 3 2023年3月 〇 〇 〇 □イスラエル国籍者は出願不可

ヘルプ大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇

インド
ゴア大学

パーベイバイ・
チョウグルカレッジ

英語 1・2 2023年3月 〇 ※ ※

□春学期：7月～11月
□秋学期：11月～4月
※留学を希望する場合は出願までに国際部に
問い合わせてください。

インドネシア ガジャ・マダ大学 英語 1・2 3 2023年9月 〇 〇 ※出願希望者は1月末までに国際部に問い合
わせてください。

タマサート大学 英語 1・2 3* 2023年3月 〇 〇 *希望するプログラムによって異なりますので、出
願前に国際部に問い合わせてください。

チュラロンコン大学 英語 1・2 2.75 2023年9月 × 〇 ※学部により異なる。

キングモンクット
工科大学
トンブリ校

英語 1・2 2023年3月 〇 〇

カセサート大学 英語 1・2 ※ 2023年3月 〇 〇 ※学部によって異なるため、国際部に問合せてく
ださい。

チェンマイ大学 英語 1・2 3 2023年3月 〇 〇
※

〇
※

※出願希望の学生は出願前に国際部に問い
合わせてください。(2学期間留学→春学期出
発のみ可、1学期間留学→秋学期出発のみ
可)
要1年前出願(2023年3月出願→2024年春
学期出発)

パンヤピワット
経営大学

英語 1 2023年3月 〇 〇

ラムカムヘン大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇
※

〇
※

※出願を希望する場合は出願までに国際部に
問い合わせてください。

ランシット大学 英語 1・2 2.5 2023年3月 〇 〇

フィリピン エンデラン大学 英語 1・2 2023年3月 × 〇

ベトナム国家大学
ハノイ

英語 1・2 2.8 2023年3月 〇 〇

貿易大学 英語 1・2 2023年3月 〇 〇

□英語開講プログラム：Business/Banking
and Finance/International
Economics/International Business
Management

ベトナム国家大学
ホーチミン市

人文社会科学大学
英語 1・2 3 2023年3月 〇 〇

□英語開講プログラム：Faculty of English
Language and Literature/International
Relations

FPT大学 英語 1・2 2023年9月 × 〇

ダナン大学 英語 1・2 2023年9月 × 〇

ベトナム

72

72 5.5

72 5.5

72 5.5

タイ

5.5

5.5

5.5

6

72 5.5

85 6.5

72 5.5

学部 72
院 80

学部5.5
院 6

72 5.5

72 5.5

72 5.5

80 6

5.5

72 5.5

72

72~* 5.5～*

79 6※

マレーシア

79 5.5

79 6

72 5.5

72 5.5

6

IELTS 春

国
地域 大学 留学言語 GPA

言語要件
英語派遣期間

(学期数)
募集時期

出発時期
募集可否 備考

秋TOEFL
iBT

ゲッティンゲン大学
ドイツ語

or
英語

1・2 79 6.5
独検
準1級
TDN3

〇 2023年3月 〇 〇 〇

ケルン大学
ドイツ語

or
英語

1・2 80 5.5 独検
準1級 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □英語開講プログラムはCGSPのみ

※詳細はケルン大学HPを確認してください。

コンスタンツ大学
ドイツ語

or
英語

1・2 72 5.5 独検
準1級 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □TOEIC L&R 785でも可

※春学期からの2学期間留学不可

エアランゲン･ニュルンベル
グ大学

ドイツ語
　or
英語

1・2 72 5.5 独検
準1級 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □ドイツ語出願の場合は、学部により要件が異

なるため、国際部に問い合わせてください。

ドレスデン工科大学
ドイツ語

or
英語

1・2 72 5.5 B1 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □英語開講プログラムは修士課程

ギーセン大学
ドイツ語

or
英語

1・2 72 5.5 独検
２級 〇 2023年3月 〇 〇 〇

ヴィアドリナ欧州大学
ドイツ語

or
英語

1・2 72 5.5 独検
準1級 〇 2023年3月 〇 〇 〇

ヴィッテン・ヘルデッケ大
学

ドイツ語
or

英語
1・2 72 5.5

独検
２級
※

〇 2023年3月 〇 〇 〇 ※ドイツ語出願者は要相談

SRHベルリン
ドイツ語

or
英語

1・2 87 6.5 TestDaF 4
※ 〇 2023年3月 〇 〇 〇 ※TDN 4 in all partial exams, total20

points以上

プフォルツハイム
大学

ドイツ語
or

英語
1・2

【1学期間
留学】　90
【2学期留
学】　72

【1学期間留学】　6.5
【2学期留学】　6.0

TestDAF 4
DSH 2

Goethe C2
〇 2023年3月 〇 〇 〇 ※ビジネス分野のみ出願可能。

スイス チューリッヒ大学
ドイツ語

or
英語

1・2 90 6.5 独検
１級 〇 2023年9月 × 〇

□英語開講プログラム：Faculty of
Science/ Economics/ Business
Administration/Information
Technology/ Law/ Political Science
□法学部生は現地大学院にて開講の科目を
履修

GPA ドイツ語コース
TOEFL

iBT IELTS
募集時期

出発時期

春
募集可否英語

ドイツ語

言語要件

備考
国

地域 大学 留学言語

ドイツ

秋

派遣期間

(学期数)
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フランス語または英語で学べる⼤学 

ロシア語または英語で学べる⼤学 
 

 
スペイン語または英語で学べる⼤学 
 

パリ第3大学 フランス語 1・2 仏検２級
DELF B1 〇 2023年3月 〇 〇

パリ大学
(パリ第7大学から

名称変更)
フランス語 1・2 3 DELF B2

DALF C1
〇 2023年3月 〇 〇

西カトリック大学 フランス語 1・2 仏検準１級
DELF B2 〇 2023年3月 〇 〇

□留学開始後、フランス語能力が不十分と判
断された場合には、西カトリック大学付属語学
学校(CIDEF program)の受講が義務付けら
れる。(費用は自己負担)

インセックビジネス・
エコノミックススクール

フランス語
or

英語
1・2 72 5.5 C1 〇 2023年3月 〇 〇 □修士生コースのみ履修可能。

パリ・エスト・
クレテイユ大学

フランス語
or

英語
1・2 72 5.5

※
仏検準１級
DELF B2 〇 2023年3月 〇 〇 ※学部により要件が異なるため、国際部に問い

合わせてください。

EIGSIエンジニアリングス
クール

フランス語
or

英語
1・2 72 5.5 2023年3月 〇 〇

□2学期留学はフランス語A2要。希望者は国
際部に相談すること
□派遣時3年生以上であること。

国
地域 大学 留学言語

フランス

派遣期間
備考英語

フランス語
(学期数) TOEFL

iBT IELTS 春 秋
募集時期 募集可否GPA

言語要件
フランス語

コース

出発時期

ロシア 太平洋国立大学
ロシア語

or
英語

1・2 72 5.5

ロシア語
能力検定
試験　4級

または
ТРКИ

入門レベル

〇 2023年3月 × 〇 〇

□留学生開講科目はロシア語授業のみ
※出願希望の学生は事前に国際部に問い合わ
せてください。
※春学期からの2学期間留学不可。

国
地域 大学 ロシア語

コース

派遣期間

(学期数)
GPA

英語
言語要件

出発時期

TOEFL
iBT IELTS 春 秋

募集時期 募集可否留学言語 備考
ロシア語

サンティアゴ・デ・コンポス
テラ大学

スペイン語 1・2
DELE
B1
※

〇 2023年3月 〇 〇
※B1 Spanish, Intermediate. Faculty of
languages B2 Spanish, some degrees
may require higher levels.

NEW! アルカラ大学
スペイン語

or
英語

1・2 72 5.5
DELE
B1
※

〇 2023年3月 〇 〇 ※出願希望者は国際部へご相談ください。

コルドバ大学
スペイン語

or
英語

1・2 72 5.5 DELE
B1 〇 2023年3月 〇 〇 〇 ※英語開講科目については、国際部に問い合

わせてください。

メキシコ州立自治大学
スペイン語

or
英語

1・2 5.5 DELE
B2 〇 2023年3月 〇 〇

□9割のプログラムがスペイン語で開講
□英語開講科目については、国際部に問い合
わせてください。

モレロス州立自治大学 スペイン語 1・2 DELE
B1 2023年3月 〇 〇

モンテレイ大学
スペイン語

or
英語

1・2 2.3 80 6.5 DELE
B2 〇 2023年9月 × 〇

モンテレイ工科大学
スペイン語

or
英語

1・2 72 5.5 B1
※ 〇 2023年3月 〇 〇 〇

※受け入れ可能キャンパスは
Monterrey/Guadalajara/Mexico
City/Queretaroのみ。
※レベルや具体的な検定級については、p.13を
ご参照ください。

エクアドル
エスペシアリダデス・
エスピリトゥ・サント

大学

スペイン語
or

英語
1・2 85 DELE

B1 〇 2023年3月 〇 〇

備考スペイン語TOEFL
iBT IELTS 春

出発時期派遣期間

(学期数)
募集可否GPA スペイン語

コース

言語要件
英語

秋
留学言語

スペイン

メキシコ

募集時期
国

地域 大学
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中国語または英語で学べる⼤学

 
 

朝鮮語または英語で学べる⼤学 

派遣期間
(学期数)

遼寧大学 中国語 1・2 HSK 5
(180以上) 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □中国国籍学生は出願不可

復旦大学
中国語

or
英語

1・2 ３ 80 6
※

HSK６
(220 以上) 2023年3月 〇 〇 〇

□修士過程プログラムは制限あり
□中国籍学生は学内の寮に入寮不可。
※IELTS (each band 6.0以上)

東北大学 中国語 1・2 72 5.5 HSK 5
(180 以上) 〇 2023年3月 ※ 〇 〇 ※募集可否については、2023年１月頃発行

の募集要項第2版にてご確認ください。

北京大学
中国語

or
英語

1・2 72 5.5 HSK６
※ 〇 2023年3月 〇 〇 〇

□学部生のみ
□中国国籍学生は出願不可
※中国語で留学の場合、HSK各セクション70
点以上。

北京外国語大学 中国語 1・2 2.8 6 HSK5
(180以上) 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □学部生のみ

□中国国籍学生は出願不可

華中師範大学
中国語

or
英語

1・2 2.8 HSK４※ 2023年3月 〇 〇 〇 ※出願希望の学生は事前に国際部に問い合わ
せてください。

浙江工商大学
中国語

or
英語

1・2 3.0以上
推奨 72 5.5 ※ 〇 2023年3月 〇 〇 〇 ※出願希望の学生は事前に国際部に問い合わ

せてください。

中央民族大学 中国語 1・2 2.3 HSK５ 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □中国国籍学生は出願不可

北京郵電大学 中国語 1・2 HSK４ 〇 2023年3月 〇 〇 〇 年齢制限有(25歳まで)

寧波大学
中国語

or
英語

1・2 2.8 72 5.5 HSK４ 〇 2023年3月 〇 〇 〇

東華大学
中国語

or
英語

1・2 80 6 HSK 5
(180 以上) 2023年3月 〇 〇 〇

厦門大学
中国語

or
英語

1・2 80 ６ HSK５
(210以上) 〇 2023年3月 〇 〇

※ 〇
□学部レベルの英語開講プログラムは経済・ビジ
ネス分野のみ
※春学期出発は要1年前出願

香港 香港中文大学
中国語

or
英語

1・2 3 72 6 ※ 〇 2023年9月 × 〇
 ※中国語での留学希望者は出願前に国際部
に問い合わせください。

国立台湾大学
中国語

or
英語

1・2 3 72 5.5 HSK 3
中検４級 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □Students with only Taiwanese

nationality are not eligible.

静宜大学
中国語

or
英語

1・2 2.5 72 5.5 HSK４
中検３級 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □中国籍学生は出願不可

国立台湾師範大学
中国語

or
英語

1・2 3 　80 6.5
※

HSK5
※ 〇 2023年3月 〇 〇 〇 ※語学要件は学部によって異なるため、出願前

に国際部に問い合わせてください。

国立高雄大学
中国語

or
英語

1・2 72 5.5 HSK４
中検３級 〇 2023年3月 〇 〇 〇

玄奘大学 中国語 1・2 HSK４
中検３級 〇 2023年9月 × 〇

国立成功大学
中国語

or
英語

1・2 ※ 72～
※

5.5～
※

HSK 3
中検４級 〇 2023年3月 〇 〇 〇 ※学問分野によって語学要件・GPA要件が異

なる。出願前に国際部に相談してください。

淡江大学
中国語

or
英語

1・2 2 72 5.5 HSK 3
中検３級 〇 2023年3月 〇 〇 〇

中原大学
中国語

or
英語

1・2 3 72 6 ※ 〇 2023年3月 〇 〇 〇

□TOEIC 750でも可。
※出願希望の学生は事前に国際部に問い合わ
せてください。
※中国籍学生は出願不可。

募集時期
国

地域 大学
TOEFL

iBT IELTS

年間
留学言語 GPA

春 秋

中国語
コース

出発時期
英語

言語要件

募集可否

台湾

中国

備考
中国語

(学期数)

漢陽大学
朝鮮語

or
英語

1・2 2.4 72 5.5 TOPIK 3 〇 2023年3月 〇 〇 〇
□法学部は朝鮮語開講科目のみ
□TOEIC 785でも可
□大学院生は学部コースのみ履修可

東亜大学
朝鮮語

or
英語

1・2 72 5.5
TOPIK 3

ハングル検定
３級

〇 2023年3月 〇 〇 〇 □TOEIC 700も可。

嶺南大学
朝鮮語

or
英語

1・2 3.0以上
推奨 72 5.5

TOPIK 3
ハングル検定

３級
〇 2023年3月 〇 〇 〇

高麗大学
朝鮮語

or
英語

1 2.5 72 5.5
TOPIK 3

ハングル検定
３級

〇 2023年3月 〇 〇 〇

□法学部・経営学部は履修に制限あり
※高麗大学への出願時に、関西大学で2学期
間在学している必要あり
※1学期間のみ派遣可。

又松大学
朝鮮語

or
英語

1・2 2.8 学部72
 院88

学部5.5
院6.5 TOPIK 3 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □SolBridge国際ビジネススクールはすべて英

語開講科目

慶尚大学校 朝鮮語 1・2
TOPIK 3

ハングル検定
３級

〇 2023年3月 〇 〇 〇 □学部生のみ

韓国外国語大学
朝鮮語

or
英語

1・2 2.5 80 6 TOPIK 3 〇 2023年3月 〇 〇 〇 □TOEIC 750でも可

慶熙大学
朝鮮語

or
英語

1・2 3.0以上推奨 82 6.5 TOPIK 3 〇 2023年3月 〇 〇 〇 ※院生は出願前に国際部に相談してください。

国立慶北大学
朝鮮語

or
英語

1・2 72 5.5
TOPIK 3

ハングル検定
３級

〇 2023年3月 〇 〇 〇

誠信女子大学
朝鮮語

or
英語

1・2 72 5.5
TOPIK 3

ハングル検定
３級

〇 2023年3月 〇 〇 〇 □出願時に性別は問わない。

韓国カトリック大学
朝鮮語

or
英語

1・2 72 5.5
TOPIK 3

ハングル検定
３級

〇 2023年3月 〇 〇 〇 □大学院生は出願前に国際部に問い合わせく
ださい。

建国大学
朝鮮語

or
英語

1・2 72 5.5
TOPIK 3

ハングル検定
３級

〇 2023年3月 〇 〇 〇

東西大学
朝鮮語

or
英語

1・2 2.5 80 5.5 TOPIK 3 〇 2023年3月 〇 〇 〇
□英語開講プログラム：英語学科、国際学
科、コンピュータエンジニアリング、デジタルコンテン
ツ、映画科、経済学部

国立釜慶大学
朝鮮語

or
英語

1・2 72 5.5
TOPIK 3

ハングル検定
３級

〇 2023年3月 〇 〇 〇

派遣期間

言語要件
英語国

地域 大学 留学言語
G
P
A

韓国

備考朝鮮語
TOEFL

iBT IELTS

朝鮮語
コース

春 秋

出発時期年間
募集可否募集時期
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【注意事項】 
■協定⼤学への派遣 
本プログラムの実施については、諸事情（治安情勢を含む）により募集内容（出願要件、派遣⼈数等）の変更や中⽌、学内選考後の派遣内
容の変更や派遣の中⽌を⾏うことがある。 

 

■協定⼤学での開講分野・教育⾔語 
①履修を希望する専⾨分野のコースが開講されているかどうか、②教育⾔語が複数ある⼤学では、⾃⾝の学びたい分野が希望の⾔語で開講され
ているかを、予めウェブサイト、ファクトシート等で確認すること。Global Navi サイト（以下リンク） 
https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/globalnavi/partneruni/ 

 

■募集要件・派遣定員 
協定⼤学による募集要件は、予告なく変更される場合がある。また、協定⼤学の留学⽣受⼊体制等の事情により募集が停⽌される場合がある。 

 

■IELTS for UKVI 
イギリスへの交換派遣留学⽣は、留学先⼤学より IELTS for UKVI のスコア提出を求められる場合がある。その際、IELTS for UKVI のスコアが
要件に満たさなければ、学内選考に合格した後であっても推薦不可となることも熟考した上で出願すること。 

http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/globalnavi/partneruni/
http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/globalnavi/partneruni/
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Ｂ.チャレンジ枠 
（⼀般枠の出願要件とは異なる基準により、協定⼤学での学習の機会を得ることを⽬的とする。） 
チャレンジ枠で出願できる⼤学（プログラム）は下記の通りである。 

 
 

●静宜⼤学「特別留学」概要 
中国語+専⾨科⽬を学ぶプログラム。中国語が初⼼者の学⽣も出願可能。 

・語学 「中国語」（1 コマ×週 5 ⽇）または（2 コマ×週 5 ⽇） 
・専⾨科⽬ 中国語・英語・⽇本語で開講されている専⾨科⽬（各科⽬ 1 コマ×週 1 ⽇）を履修

専⾨科⽬例︓「台⽇⽐較教育」 「⽇中翻譯理論」 「國際財務管理」 
「台灣歴史和⽂化」 「語⾳及⾳韻學」 「中級英会話」 など 

 
 

派遣期間
(学期数)

台湾 静宜大学 中国語
英語 1 〇 2023年3月 〇 〇 □語学要件なし。――

国
地域 大学 留学言語

年間
GPA

言語要件
英語

出発時期
備考

春 秋募集可否 TOEFL
iBT IELTS

募集時期
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6. 協定⼤学が定める出願要件に関する補⾜事項 
（1） 語学スコア対応表 

 

 
 
 

ドイツ語 

CEFR Goethe TestDAF DSH 独検 

C2 Goethe Zertifikat C2 TestDAF TDN5 DSH 3  
１級 

C1 Goethe Zertifikat C1 TestDAF TDN4 DSH 2 

B2 Goethe Zertifikat B2 TestDAF TDN3 DSH 1 準１級 

B1 Goethe Zertifikat B1 なし なし ２級 

A2 Goethe Zertifikat A2 なし なし ３級 

A1 Goethe Zertifikat A1 なし なし 
 

 
 
 
 

フランス語 

CEFR 仏検 DELF DALF TCF TEF 

C2 ― C2 レベル６ 
600-699 

レベル６ 
834-900 

C1 1 級 C1 レベル５ 
500-599 

レベル５ 
699-833 

B2 準 1 級 B2 レベル４ 
400-499 

レベル４ 
541-698 

B1 2 級 B1 レベル３ 
300-399 

レベル３ 
361-540 

 
 
 
 

ロシア語 

ロシア語能⼒検定試験 ロシア連邦教育科学省認定ロシア語検定試験(ТРКИ) 

1 第 2 レベル 

2 第 1 レベル 

3 基礎レベル 

4 ⼊⾨レベル 

 
 
 
 
 

スペイン語 

CEFR DELE スペイン語技能試験（⻄検） 

C2 C2 1 級（プロ級） 

C1 C1 2 級（最上級） 

B2 B2 3 級（上級） 

B1 B1 4 級（中級） 

A2 A2 5 級（初級） 

A1 A1 6 級（⼊⾨） 
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中国語 

CEFR HSK ⽇本中国語検定 備考（⽇本中国語検定） 

C2 6 ２級〜準１級 準 1 級により近い 

C1 5 ３級〜２級 ３級中レベルから２級 

B2 4 ４級〜３級 ほぼ３級 

B1 3 ４級 

 
 
 
 
 
 

朝鮮語 

韓国語能⼒試験（TOPIK） ハングル能⼒検定試験 

6 1 

5 2 

4 準 2 

3 3 

2 4 

1 5 

 

（2） GPA について 
GPA を出願要件とする協定⼤学への留学を希望する場合は、各協定⼤学が定める GPA 要件を満たして

いる学⽣の出願のみ受理する。また、学内選考に合格して派遣候補⽣となった後でも、派遣先⼤学に推薦⼿
続きをする時点でGPAが出願要件に満たない場合は推薦を取消す場合がある。推薦⼿続きを⾏う⽇程は、⼤学
毎に異なる。 

 

7. 学内選考・選考結果通知 
(1) ⾯接（全員必須）  ※筆記試験は実施しない。 

2023 年 3 ⽉ 13 ⽇（月）・14 ⽇（火）・15日（水）のいずれか(予定) 
時間︓出願者に対して個⼈伝⾔により後⽇連絡
場所︓Zoom によるオンライン⾯接 

内容︓主に⽇本語による 1 ⼈あたり 15 分程度の⾯接。 
 

(2) 学内選考結果通知 
3 ⽉下旬頃 
個⼈伝⾔で通知。合否に係る問合わせには⼀切応じない。 
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8. 派遣決定から出発までの流れ 
（2023年秋出発の場合） 
 

4月5日 合格者オリエンテーション 18:00-20:00 (予定) 
 

4 ⽉以降 ・派遣候補者の正式決定 
学内選考合格者は、所属する学部教授会・研究科委員会での審査にて、派遣候補⽣として本学
から協定⼤学へ推薦することが了承され次第、派遣候補者として正式決定する。 

・協定⼤学への出願 
関⻄⼤学が派遣候補者を協定⼤学へ推薦する。 
派遣候補者は協定⼤学が指定する出願書類を揃えた上、出願する。 

 
5-7 ⽉頃 ・協定⼤学からの受⼊許可 

協定⼤学による審査を経て、正式に交換派遣留学⽣として受⼊許可がおりる。 
（受⼊許可の時期は派遣先⼤学により異なる） 

・ビザ取得・滞在先確保・航空券⼿配（派遣⽣⾃⾝で⼿配） 
 

・オリエンテーション、留学前教育（レディネスセミナー）への参加（必須） 
水曜日の18:00-20:00 セミナー全4回＋出発前オリエンテーション1回(予定) 
（日程は合格者に通知します。） 
 

8 ⽉〜9 ⽉ 留学出発 
 

（2024年春出発の場合） 
 

合格者オリエンテーション 10月上旬 (予定) 
 

10⽉以降 ・派遣候補者の正式決定 
学内選考合格者は、所属する学部教授会・研究科委員会での審査にて、派遣候補⽣として本学
から協定⼤学へ推薦することが了承され次第、派遣候補者として正式決定する。 

・協定⼤学への出願 
関⻄⼤学が派遣候補者を協定⼤学へ推薦する。 
派遣候補者は協定⼤学が指定する出願書類を揃えた上、出願する。 

 
12-1⽉頃 ・協定⼤学からの受⼊許可 

協定⼤学による審査を経て、正式に交換派遣留学⽣として受⼊許可がおりる。 
（受⼊許可の時期は派遣先⼤学により異なる） 
・ビザ取得・滞在先確保・航空券⼿配（派遣⽣⾃⾝で⼿配） 

 

11月-1月 ・オリエンテーション、留学前教育（レディネスセミナー）への参加（必須） 
水曜日の18:00-20:00 セミナー全4回＋出発前オリエンテーション1回(予定) 
（日程は合格者に通知します。） 
 

2 ⽉〜5 ⽉ 留学出発 
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9. 教学上の措置  (※事前に各教務事務担当者に確認すること) 
(1) 単位認定 

留学先⼤学で修得した単位は、学部⽣は 60 単位、⼤学院⽣は 10 単位を上限として所属学部・研究科
の審査を経て、単位認定が可能である。 

 

(2) 修業年限への算⼊ 
留学期間の１学期間または  2  学期間は、本学の在学年数に算⼊される（ただし、他の中⻑期プログラム経験者は

必ず事前に教務事務担当者に確認すること）。 
(3) 教務事務担当オフィス 

 

キャンパス 教務事務担当オフィス 
千⾥⼭キャンパス 教務センター 
⾼槻キャンパス 総合情報学部オフィス 
⾼槻ミューズキャンパス ミューズオフィス 
堺キャンパス 堺キャンパス事務室 

 
10. 留学経費 
(1) 学費等 

1. 留学先⼤学における授業料は、本学に納⼊した学費をもって充当する。 
※定められた期⽇までに学費等の納⼊がなかった場合は、本学規程に基づき、交換派遣留学⽣としての資格

を取り消す。 
2. 渡航費・滞在費・⽣活費・保険料等は本⼈負担とする。 
3. 留学先⼤学により、各種登録⼿数料・施設利⽤料等の諸費が必要となる場合がある。 

 

(2) 奨学⾦(返済不要) 
・交換派遣留学⽣（⼀般枠）には、原則として下記奨学⾦を全員に⽀給する。 
・交換派遣留学⽣（チャレンジ枠）には、学習機会のみ提供し、下記奨学⾦を⽀給しない。 

 

国際交流助成基⾦による奨学⾦ 
提供者︓関⻄⼤学 
内 容︓1 学期間留学の場合 25 万円、2 学期間留学の場合 50 万円 
給付時期︓春学期留学の場合 4 ⽉頃、秋学期留学の場合 10 ⽉頃  
備  考︓ 
① 関⻄⼤学が提供するその他の給付型奨学⾦との重複受給は可能。 
② ⽇本学⽣⽀援機構（JASSO）等の学外の財団等が実施する奨学⾦との重複受給を禁⽌するものではな
いが、応募する奨学⾦が国際交流助成基⾦奨学⾦との重複受給を認めるかどうかを事前に財団等に確認する
こと。 

 

11. 安全対策⽅針 
関⻄⼤学は、本学の留学プログラムを通じて留学する学⽣の安全対策として、外務省海外安全ホームページにて発表さ
れる「危険情報」の 4 つのカテゴリーに基づき対策を講じる。本プログラムの実施については、諸事情（治安情勢を含む）
により募集内容（出願要件、派遣⼈数等）の変更や中⽌、学内選考後の派遣内容の変更や派遣の中⽌を⾏うことが
ある。 
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参考︓外務省「海外安全情報」・「感染症危険情報」の⽬安と関⻄⼤学の基本⽅針 
https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/globalnavi/crisismanage/ 
 

12. 留学中の海外旅⾏包括保険および危機管理サポートへの加⼊について 
国際部が所管する留学プログラムで留学する学⽣は、出発から帰国までの本学指定の海外旅⾏包括保険（以下、 
「本保険」という）および危機管理サポート（関⼤TRS）への加⼊を義務付けている（料金目安：危機管理サービ
ス加入料を含む/6カ月で海外旅行包括保険料:60,000円 + 関大TRS:10,500、12か月で海外旅行包括保険
料:12,5000円 + 関大TRS:19,500円）。本保険は、包括契約による割引が適⽤され、⼤幅な費⽤負担の軽
減も図られている。なお、本保険に加⼊した場合であっても、留学先⼤学から現地の健康保険や医療保険への加⼊
を求められる場合もある。事案によっては補償に制限がある場合もあり、その場合、⾼額な負担を強いられることになる
ので、双⽅の保険に加⼊すること。 
• 海外旅⾏包括保険取扱会社︓ジェイアイ傷害⽕災保険株式会社 
• 危機管理サービス取扱会社︓株式会社  JTB 

※本保険の保険料は、前年の事故損害件数や補償額により変動する。 
上記に加えて、関⻄⼤学では⽇本アイラック安⼼サポートデスクの「緊急時安否確認システム（プロ・ファインダー）」
に加⼊し、有事の際の安否確認など危機対応を⾏う。システムに関する費⽤については、⼤学負担であるため、留
学者個⼈による⽀払いは不要。 

 

13. TOEFL  iBT®、IELTS™受験料補助制度 
交換派遣留学に出願した学⽣を対象に、合否に関わらず年度につき１回に限り TOEFL iBT®、IELTS™の受験
料補助（⽀援⾦額︓10,000 円）を⾏う。ただし、以下の書類を提出できることが補助適⽤の条件となる。受理
できる領収書の規格については、LMS にて事前に確認の上、準備しておくこと。 
申請書類提出期間︓2023 年 2 ⽉ 27 ⽇〜3 ⽉ 15 ⽇
提出⽅法︓国際部窓⼝に原本を提出 

 

（↓申請書類のダウンロード先） 
LMS コース名︓交換派遣留学(2023年3月募集） 
https://kulms.tl.kansai-u.ac.jp/webclass/login.php?group_id=24e65a95aca44f5aead319aa95bf14c1 

【IELTS の場合】 
• 領収書（原本のみ可） 

試験実施団体に問い合わせることで発⾏が可能。 
【TOEFL iBT の場合】 
• コンビニ⽀払の場合︓領収書（原本のみ可） 
• クレジットカード⽀払の場合︓クレジットカード利⽤明細書 

（本⼈名義のカードのみ有効、リボ払い不可） 
(TOEFL iBT® Home Editionのスコアは出願資格として認めない) 

14. 留学準備について 
現地で専⾨科⽬を履修するにあたり、合格後も引き続き語学⼒の向上に努める必要がある。特に、⽣活⾔語と履修 
⾔語が異なる場合は、どちらの⾔語についても準備が必要となる。よって留学開始の前学期には、留学準備として以
下のことに取り組むこと。 

（1） 全ての事前オリエンテーション・セミナーへ出席（授業との重複を除く）すること。 
（2） 全ての提出物等を定められた期⽇までに提出（処理）すること。 
（3） ⾃⾝で⽴てた学習計画に沿ったグローバル・フロンティア科⽬(英語で開講される科⽬)を履修すること。 

http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/globalnavi/crisismanage/
http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/globalnavi/crisismanage/
http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/globalnavi/crisismanage/
http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/globalnavi/crisismanage/
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関⻄⼤学シラバスシステム 

http://syllabus3.jm.kansai-u.ac.jp/syllabus/search/kamoku/KamokuSearchTop.html 
「インターファカルティ科⽬」から検索 

（4） Mi-Room のセッションに参加し、外国語運⽤能⼒を⾼めること。 
（5） 上記、項⽬についてやむを得ない事情により対応できない場合は、事前に必ず申し出たうえで、国際部からの指⽰

を受けること。 
（6） その他、留学前準備に対し、積極的かつ誠実な対応をとること。 

以上 

http://syllabus3.jm.kansai-u.ac.jp/syllabus/search/kamoku/KamokuSearchTop.html
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コロナ禍における特別派遣に係る誓約書 
関⻄⼤学国際部⻑ 殿 

 

私は、交換派遣留学プログラム（以下、留学プログラムという。）に参加するにあたり、次の事項を遵守することを誓約いたし
ます。なお、誓約書に反する⾏為を⾏った場合、関⻄⼤学学部学⽣留学規程および関⻄⼤学⼤学院学⽣留学規程第 11
条に基づき、留学が取消または短縮されることを了承いたします。 

 
１ 留学プログラムの趣旨を⼗分理解し、事前・事後のオリエンテーション期間中も含めて学業に専念すること。 
２ 留学に係る全ての⼿続き（各種書類作成・提出、派遣先⼤学との連絡・問い合わせ、ビザの取得、航空券・宿舎の⼿

配及び留学中の履修登録等）を滞りなく⾃⼰責任のもと⾏うこと。 
３ 期⽇までに必要書類を提出しない、または必要な⼿続きを⾏わない、オリエンテーション・レディネスセミナーに参加しない

等、派遣⽣としてふさわしくない素⾏上の不良が確認された場合、警告が与えられ、警告後も改善が⾒られない場合は、
協定⼤学への推薦を取り消すこと。 

４ 交換派遣留学プログラムは、関⻄⼤学からの推薦を受けて派遣されるものであることを理解し関⻄⼤学の名誉、関⻄⼤
学と協定⼤学の良好な関係に損益を与えることのないよう、良識ある社会⼈として⾃⾝の発⾔・⾏動に責任を持つこと。 

５ 「学習状況報告書（中間報告・最終報告）」「帰国届」「単位認定願」は必ず所定の期間内に提出すること。提出を
怠ったときは、奨学⾦の返還の求めに応じること。 

６ 渡航期間中は滞在国の法令、研修先⼤学の定める規則、指導教員・担当者等の指⽰に従い、かつ⽇本の法令や本
学の学則等規程に反することのないよう、本学学⽣としての⾃覚と責任において⾏動すること。 

７ 本学の留学プログラムを通じて留学する学⽣の安全対策として、外務省海外安全ホームページにて発表される「危険情
報」・「感染症危険情報」の 4 つのカテゴリーおよび本学の催⾏判断基準に基づき対策を講じる。渡航先の治安状況等
予期しない事態によって、留学プログラムが急遽中⽌または即時帰国となった場合、本学の指⽰に速やかに従うこと。 

８ 留学先の国・地域が新型コロナウイルス感染症の影響により、外務省による感染症危険情報レベル１（⼗分注意してくだ
さい）またはレベル２（不要不急の渡航取り⽌め）であることを理解しており、そのうえで渡航を希望し、渡航によって 
⽣じるすべての負担及び責任を学⽣本⼈及び保証⼈が負うこと。また、感染症危険情報レベル 1（⼗分注意）にレベ
ルが引き下げられた場合についても、渡航に危険が伴うことも理解し、渡航によって⽣じるすべての負担及び責任を学⽣
本⼈及び保証⼈が負うこと。 

９ 原則として、出発前までに新型コロナウイルスのワクチン接種を完了し、必要に応じ接種証明書等が提出できること。(3回
の接種を強く推奨) 

１０ 派遣先⼤学によるコロナワクチン接種の義務付け、接種証明の提⽰、定期的な PCR 検査の義務付け、現地での⾏動
制限等を遵守し、ワクチン接種に起因するリスクを学⽣本⼈及び保証⼈が理解し、その責任を学⽣本⼈及び保証⼈が
負うこと。 

１１ 留学中における新型コロナウイルス感染症への感染については、⾃らの責任として対処すること。 
１２ 裏⾯〔特別派遣に係る条件・基準〕にある「渡航時における留意事項」を確認し、内容について理解していること。  
１３ 留学学期途中に帰国を余儀なくされた場合、学期途中から関⻄⼤学での科⽬履修ができないことを承知していること。 
１４ 渡航期間中は体調管理を含め⾃らの故意または過失により⽣じさせた損害や事故について、各⾃がその責任を負うこ

と。 
１５ 留学に際しては、出発⽇から帰国⽇まで本学指定の海外旅⾏包括保険および危機管理⽀援サービス（関⼤ TRS）

へ加⼊すること。なお、本学指定の海外旅⾏保険に加⼊した場合であっても、留学先⼤学から現地保険に加⼊すること
を求められた場合は、双⽅の保険に加⼊すること。 

１６ 緊急時における安否確認対応のため、関⻄⼤学が加⼊する⽇本アイラック安⼼サポートデスクの「緊急時安否確認シス
テム（プロ・ファインダー）」へ学⽣本⼈の渡航に関する個⼈情報を提供されることに同意すること。また有事の際には、
同システムまたは本学からの安否確認連絡に速やかに対応すること。 

１７ 渡航期間中に、疾病・事故等があった際、保険ではカバーできず追加費⽤（例えば、家族の現地への渡航費等）が発 
⽣する場合もあることについて事前に保証⼈の了解を得、その⽀払いについて学⽣本⼈及び保証⼈がその責任を負うこ
と。 
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１８ ⾃⼰都合でなくとも、何らかの理由で渡航前にプログラムがキャンセルとなった場合、キャンセルに係るすべての費⽤については⾃
⼰負担となること。 

１９ 渡航期間中は、⾞両（⾃動⼆輪⾞を含む）の運転を⾏わないこと。 
２０ 渡航期間中に、留学プログラムで定める滞在先（滞在都市）以外に旅⾏・滞在する場合は、事前に本学に届け出る

こと。 
２１ 留学先における住所・連絡先に変更がある場合は、事前に本学に届け出ること。 
２２ 留学期間の延⻑や留学種別を変更および留学をやむを得ない理由により途中で中⽌し、帰国する場合は、事前に本学に届

け出ること。ただし、留学中の転校は認めない。 
２３ 既往症については、海外旅⾏包括保険の補償を受けられないことを理解すること。 

 
以 上 

 

 年 ⽉ ⽇ 

 
学籍番号 学⽣署名 印 

 

保証⼈は、上記事項を確認し、これを学⽣本⼈が遵守することを保証します。 
保証⼈署名 印 

 

 
 

〔2023 年度春学期・秋学期 交換派遣留学プログラム（特別派遣）に係る条件・基準〕

以下の条件をすべて満たすこと。 

■ 渡航先への入国について、日本(あるいは所在国)からの入国制限がなく、入国・トランジットに必要 

な査証申請・発行が可能であるなど、渡航ができること 

■滞在先の大学が 2023 年度春学期・秋学期に留学生の受入を許可し、かつ対面授業やオンライン授業

が実施されていること 

■学生本人及び保証人が特別派遣による渡航を強く希望していること 

■本学所定の誓約書（特別派遣に関する内容含む）に学生本人及び保証人が署名・捺印し、提出するこ

と 

■学生本人及び保証人が、コロナ禍において渡航先の国・地域における外務省の「危険情報」「感染症

危険情報」のレベル 2 の地域への渡航に伴うリスクを理解し、渡航によって生じるすべての責任を学

生本人及び保証人が負うこと 

■原則として、出発前までに新型コロナウイルスのワクチン接種を完了し、必要に応じ接種証明書が提

出できること(3 回の接種を強く推奨) 

■派遣先大学によるコロナワクチン接種の義務付け、接種証明の提示、定期的な PCR 検査の義務付け、

接種の有無による行動制限等を遵守し、ワクチン接種に起因するリスクを学生本人及び保証人が理解

し、その責任を学生本人及び保証人が負うこと 

■出発から帰国まで本学指定の海外旅行包括保険および危機管理サポート（関大 TRS）に加入してい

ること 

■その他、以下の「渡航時における留意事項」について確認し、遵守できること 

・渡航先の居住地域において医療崩壊が発生しておらず、医療受診できること 

・渡航先での入国に際しての条件・行動制限措置（自己隔離、PCR 陰性証明書、ワクチン接種証明書

等の携行義務等）に対応できること 

【⽇本での緊急連絡先】 ※変更になった場合はすみやかにその旨を届けること 

⽒名︓ （本⼈との続柄） 連絡先（携帯等）︓ 
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・渡航先の大学が行う感染予防対策や感染者への対応支援（感染の疑いがある学生や感染した場合の

学生ケア等）に対応できること 

・現地の日常生活に関する事項（マスク着用、各種証明書の持参等の行動・義務、スーパーマーケッ

ト等の営業状況、交通機関の運行状況）について確認すること 

 

安全対策方針 

外務省「危険情報」・「感染症危険情報」の目安と関西大学の基本方針 

・外務省「危険情報」 

 
目安 

 
目安の詳細 

大学の基本方針 

渡航前 

(２ヵ月前～) 

渡航中 

■危険レベル１ 

十分注意してください。 

その国・地域への渡航，滞在に当たって危険を避け
ていただくため特別な注意が必要です。 
※当該国（地域）への渡航、滞在に当たって特別な
注意が必要であることを示し、危険を避けるよう勧 
めるもの。 

 

原則 

「実施」する 
→注意喚起を行
う。 

 

原則 

「継続」する 
→注意喚起を行
う。 

■危険レベル２ 

不要不急の渡航は止めてく

ださい。 

その国・地域への不要不急の渡航は止めてくださ
い。渡航する場合には特別な注意を払うとともに、
十分な安全対策をとってください。 

※当該国（地域）への渡航に関し、渡航の是非を含
めた検討を真剣に行い、渡航する場合には、十分な 
安全措置を講じることを勧めるもの。 

 

「中止・延期」 
を検討する 

 

「帰国」 
を検討する 

■危険レベル３ 

渡航は止めてください。（渡

航中止勧告） 

その国・地域への渡航は，どのような目的であれ止
めてください。（場合によっては，現地に滞在して
いる日本人の方々に対して退避の可能性や準備を
促すメッセージを含むことがあります。） 

※当該国(地域)への渡航は、どのような目的であれ
中止を勧めるもの。また、場合によっては、現地に
滞在している日本人の方々に対して退避の可能性 
の検討や準備を促すメッセージを含むことがある。 

 

「中止」 
とする 

 

「帰国」 
とする 

■危険レベル４ 

退避してください。渡航は止

めてください。 

（退避勧告） 

その国・地域に滞在している方は滞在地から、安全
な国・地域へ退避してください。この状況では、当
然のことながら、どのような目的であれ新たな渡航
は止めてください。 

※当該国(地域)に滞在している全ての日本人に対
して、滞在地から安全な国・地域への退避(日本へ
の帰国も含む)を勧告するもの。この状況では、当
然のことながら新たな渡航は延期することが望ま
れる。 

 

「中止」 
とする 

 

「即時帰国」 
とする 

・外務省「感染症危険情報」 

 
目安 

 
目安の詳細 

大学の基本方針 

渡航前 

(２ヵ月前～) 

渡航中 

■危険レベル１ 特定の感染症に対し，国際保健規則（ＩＨＲ）第４ 
９条によりＷＨＯの緊急委員会が開催され，同委員 

原則 
「実施」する 

原則 

「継続」する 
→注意喚起を行 
う。 

十分注意してください。 会の結果から，渡航に危険が伴うと認められる場合 →注意喚起を行 
 等。 う。 

■危険レベル２ 

不要不急の渡航は止めてく

ださい。 

特定の感染症に対し，ＩＨＲ第４９条によりＷＨＯ
の緊急委員会が開催され，同委員会の結果から，同
第１２条により「国際的に懸念される公衆の保健上
の緊急事態（ＰＨＥＩＣ）」としてＷＨＯ事務局長 
が認定する場合等。 

 

「中止・延期」 
を検討する 

 

「帰国」 
を検討する 

■危険レベル３ 

渡航は止めてください。（渡

航中止勧告） 

特定の感染症に対し，ＩＨＲ第４９条に規定する緊
急委員会において，第１２条に規定する「国際的に
懸念される公衆の保健上の緊急事態（ＰＨＥＩＣ）」
が発出され，同第１８条による勧告等においてＷＨ 
Ｏが感染拡大防止のために貿易・渡航制限を認める 
場合等。 

 

「中止」 
とする 

 

「帰国」 
とする 
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■危険レベル４ 

退避してください。渡航は止

めてください。 

 
特定の感染症に対し，上記のレベル３に定めるＷＨ 
Ｏが感染拡大防止のために貿易・渡航制限を認める
場合であって，現地の医療体制の脆弱性が明白であ 
る場合等。 

 

「中止」 
とする 

 

「即時帰国」 
とする 

（退避勧告）    
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